
▼
高
い
、
梢
の
若
葉
は
、
早
朝
の
微
風
と
、
和

や
か
な
陽
光
と
を
、
健
康
そ
う
に
喜
ん
で
い
た

が
、
鬱
々
と
し
た
大
木
、
老
樹
の
下
蔭
は
、
薄

暗
く
て
、
密
生
し
た
灌
木
と
、
雑
草
と
が
、
未

だ
濡
れ
て
い
た
。
▼
木
樵
、
猟
師
で
さ
え
、
時

々
に
し
か
通
ら
な
い
細
い
径
は
、
草
の
中
か
ら
、

ほ
ん
の
少
し
の
あ
か
土
を
見
せ
て
い
る
だ
け
で
、

両
側
か
ら
、
枝
が
、
草
が
、
人
の
胸
へ
ま
で
も
、

頭
へ
ま
で
も
、
か
ら
か
い
か
か
る
く
ら
い
に
延

び
て
い
た
。
▼
そ
の
細
径
の
、
灌
木
の
上
へ
、

草
の
上
へ
、
陣
笠
を
、
肩
を
、
見
せ
た
り
、
隠

し
た
り
し
な
が
ら
、
二
人
の
人
が
、
登
っ
て
行

っ
た
。
陣
笠
は
、
裏
金
だ
か
ら
士
分
で
あ
ろ
う
。

前
へ
行
く
そ
の
人
は
、
六
十
近
い
、
白
髯
の
人

で
、
後
方
の
は
供
人
で
あ
ろ
う
か
、
肩
か
ら
紐

で
、
木
箱
を
腰
に
垂
れ
て
い
た
。
二
人
と
も
、

白
い
下
着
の
上
に
黄
麻
を
重
ね
、
裾
を
端
折
っ

て
、
紺
脚
絆
だ
。
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